
No.1 ■募集ポスト名： （制度・研修・広報担当）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 安全管理 多岐にわたる分野

【業務内容】

（１）海外安全対策に係る制度・規程の整備・改定補助

（２）安全対策研修実施の運営補助・契約管理

（３）安全啓発・広報に係る調整補助

（４）海外渡航管理システムの運用補助

（５）その他附帯事項（データ処理、文書管理等）

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

これまで海外や現場に近い立場で活動してきた方の中には、
「次にどのような専門性を身につけるべきか悩んでいる」
「前線とは異なる形で、国際協力を支える仕事にも挑戦してみたい」
と感じている方も多いのではないでしょうか。
本ポストは、そうした方がこれまでの経験を活かしながら、組織を支える立場へと視野を広げる一つの選択肢となる仕事です。
JICA安全対策宣言の下、開発途上地域・国に派遣されるJICA関係者の安全を確保するという、非常にやりがいのある任務を担います。世界全体が不安定化する中、よりよい国際協力を実現するためには、適切な安全
管理が欠かせません。
開発途上地域・国での業務経験のある方はもちろん、職歴や経験が浅い方であっても、安全対策の観点からJICAのさまざまな事業や制度、業務を学び、習得していくことが可能です。
職歴の長さよりも、課題意識や学ぶ姿勢を重視しています。人の活動とその安全を支える仕事に関心のある方のご応募をお待ちしています。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

sttpl@jica.go.jp桑江　直人

①オンライン要

専門嘱託2号 307,520円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

（１）必須条件
　①企業、官公庁、大学、団体等において3年以上の実務経験を有すること。
　②日本語及び英語での業務遂行が可能であること。
（２）以下のいずれかの経験・知識があることが望ましい
　①開発途上国における業務経験・知識
　②多様な関係者とのコミュニケーション、連絡調整業務の経験がある。
　③業務の質の向上や改善、効率化に積極的に取り組んだ経験がある。

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点（相当・以上）が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール、Sharepoint等）

学士以上が望ましい 3-6年

https://www.jica.go.jp/about/safety/index.html

【専門嘱託】安全管理部計画・安全啓発課

【募集の背景・目的】
JICAは100カ国以上の国と地域で開発事業を実施し、年間9,000人以上の関係者が途上国に渡航し活動に従事しています。渡航する国には、テロや政治情勢、一般犯罪等治安が不安定な国も含まれており、関係者が安全に業務を
遂行するための対策が必要です。
JICA安全管理部は、国際協力のために、海外に派遣するJICA関係者が、安全にかつ安心して現地での業務を遂行できるように、組織全体の海外安全対策を統括する部署です。治安情勢の情報収集、分析、安全対策の検討や、有
事発生時の対応や安全対策研修を行っています。また海外で有事が発生した時に対象者を検索して安否確認を行うための海外渡航管理システムを2024年6月より導入しています。

今回の募集では、安全管理部の計画・安全啓発課で、以下業務を担っていただける嘱託（専門嘱託＊）を募集します。本ポストは、海外や現場に近い立場での実務経験を通じて培った問題意識や視点を、組織の安全管理体制の強化
に活かしていただくことを重視しています。現場を理解しているからこそ気づける課題や改善の余地を、制度・調整の側面から形にしていく役割を担っていただきます。

【期待される成果】
業務を通じて、安全管理に関する基礎的な知識や制度理解を着実に身につけながら、関係部署・関係者との調整や支援業務を担っていただきます。
将来的には、現場経験に裏打ちされた視点をもつ安全管理人材として、海外で活動する人々を支える役割を果たすことが期待されます。
本ポストでの経験は、今後も国際協力分野に関わり続けていく上での、重要なキャリアの土台となるものです。

【参考】JICAの安全対策

本部（麹町）
東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
なし

計画・安全啓発課安全管理部

期間の定めあり(2026年9月1日 ～ 2027年8月31日)

有 有

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有期雇用者就業
規則第 34 条に基づき更新されることがあります。1年毎に更新を行い、最長で

採用日から2年 （更新回数1回）を上限とします。

1■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託

https://www.jica.go.jp/about/safety/index.html
https://www.jica.go.jp/about/safety/index.html
https://www.jica.go.jp/about/safety/index.html
https://www.jica.go.jp/about/safety/index.html
https://www.jica.go.jp/about/safety/index.html
https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:sttpl@jica.go.jp
mailto:sttpl@jica.go.jp
https://www.jica.go.jp/about/safety/index.html


No.2 ■募集ポスト名： （インターンシップ担当）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 多岐にわたる分野

【業務内容】

（１）JICAインターンシップ・プログラムに係る以下の業務

　広報・募集・選考業務、受入部署及びインターン生との連絡調整、オリエンテーション企画実施、

　インターン生ネットワーキングイベント企画実施、参加学生情報の取り纏めと統計情報分析、

　社会情勢や応募学生の統計に基づくインターンシップ制度改善の補助

（２） JICA開発協力人材育成事業（留学事業）に係る以下の業務

　研修生と関係部署との連絡調整、研修中支援（経費支払い手続き等）、帰国後ヒアリング、その他

（３）国際キャリア総合サイト（PARTNER）に係る以下の業務

　PARTNERシステム運営上の手続き・各種補佐、JICA情報システム部との連絡調整

（４）上記事業との関連で必要に応じ、当室のそのほかの開発協力人材養成・確保事業

　キャリアセミナー実施側面支援（学生、一般、JICA内有期職制向け）、その他

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

望ましい

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

国際協力分野に関心をもつ方々の養成・確保にかかる業務を通じて、JICA内外の多様な人材と関わる機会がある魅力的な仕事です。統計情報分析やシステム運営管理面からも国際協力人
材育成に関わってみたいという方のご応募をお待ちしています！

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Hotta.Momoko@jica.go.jp堀田桃子

①オンライン不要

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

（１）必須条件
　①企業、官公庁、大学、団体等において7年以上の実務経験を有すること。　②日本語及び英語での業務遂行が可能であること。
（２）以下のいずれかの経験・知識があることが望ましい
　①システム運用保守に関する知識・経験、②エクセルマクロ・PowerBI等を使用した分析業務の経験

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点（相当・以上）が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

システム運営保守に関する知識・経験、エクセルマクロ・PowerBI等を使用した分析業務の経験

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

【専門嘱託】人事部開発協力人材室

【募集の背景・目的】
開発協力人材室は、国際協力人材の裾野の拡大・養成・確保を目的とし、インターンシップ・プログラム、開発協力人材育成事業（留学事業）、国際キャリア総合サイト（PARTNER）運営、専門家養成確保
の各種事業（能力強化研修等）を所掌しています。当該ポストでは、このうちインターンシップ事業、開発協力人材育成事業およびPARTNER事業（一部のみ）を主としてご担当頂きます。

【期待される成果】
インターンシップ・プログラムは、学生・社会人の国際協力キャリアへの関心を高め、JICA事業の理解の促進が目的です。また、年間160-180名程の受入を行うため、募集選考、費用補助手続きなどの
業務効率化も必要であり、効果的で持続可能な制度設計も不可欠です。開発協力人材育成事業の成果はより高度な専門人材を海外留学（修士、博士）を通じて育成する事で、現在派遣中の研修生と
の円滑なやりとりや経費支出を的確に行い事業を安定的に実施する事が成果です。PARTNER事業では、国際キャリア総合サイトの安定的なシステム運営と手続きが必要です。

本部（麹町）
東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
なし

開発協力人材室人事部

期間の定めあり(2026年9月1日 ～ 2027年8月31日)

有 原則無

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有
期雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。1
年毎に更新を行い、最長で採用日から2年 （更新回数1回）を上限

とします。

1■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託

https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:Hotta.Momoko@jica.go.jp
mailto:Hotta.Momoko@jica.go.jp


No.3 ■募集ポスト名： （援助協調）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 援助アプローチ/戦略/手法 事業調整・南南・三角協力

【業務内容】

（１）国際機関（国連機関や国際金融機関）、先進国や新興国の開発援助パートナー機関、

民間財団等との連携の促進及び調整（国際会議対応業務を含む）

（２）国際機関（国連機関や国際金融機関）、先進国や新興国の開発援助パートナー機関、

民間財団等の動向についての情報収集と分析の取りまとめ（面談対応業務を含む）

（３）国際的な開発課題（特に分野横断的課題）や上記関係業務に関する当機構内外との業務調整（海外出張含む）

（４）室内の横断的業務やとりまとめ作業等

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

国際援助協調企画室の業務は、主に国際会議への参加を通じた開発援助の潮流や議論に関する情報収集、およびJICAの戦略や方針を踏まえた二国間および多国間機関との対話を行ってい
ます。国際会議やイベントの準備に向け、JICA内外の幅広い関係者との調整に加え、国際的な開発課題（特に分野横断的課題）に関するナレッジの収集・共有・発信に貢献いただきたい
と考えています。
本業務を通じて、国際社会の変化の最先端を垣間見ることが出来ると考えます。JICAと国際社会の窓口として二国間および多国間機関、新興国とも新しい協力の形を模索する仕事を一緒
にできる方をお待ちしています。デスクの先にある途上国の開発をイメージしながら情熱を持って仕事に取り組める方々からの応募をお待ちしています。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

pdgdp@jica.go.jp加藤

②原則対面（但し応募者の事情に応じてオンラインも可）要

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

（１）必須条件
　①企業、官公庁、団体等において7年以上の実務経験を有すること。
　②日本語及び英語での業務遂行が可能であること。
　③業務（含む海外出張）を遂行する上で健康に支障がないこと。
　④組織内外の多方面との調整を行う業務となるため、優れたチームワーク力、コミュニケーションスキル、事務処理能力を有していること。

（２）以下のいずれかの経験・知識があることが望ましい
　①ハイレベル面談セット、国際会議企画に関する知識・経験
（３）その他

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（860点相当が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

【専門嘱託】企画部国際援助協調企画室

【募集の背景・目的】
JICA企画部国際援助協調企画室で、国際機関等との対話・連携推進業務を担う嘱託（「専門嘱託」*）を募集します。

企画部国際援助協調企画室では、開発協力や人道支援を行う二国間及び多国間双方の国際協力機関、地域機関、その他の団体等との対話や連携の促進を通じて、JICAが実施する国際協力事業の効
果・効率の向上を図っています。また、日本の有する知見・技術や、JICAが事業を通じて培ってきた経験を、国際会議や国際機関との対話を通じて発信・共有することで、国際的な開発援助潮流の議論や
ルール作りへの貢献を目指しています。

【期待される成果】
・国際機関や国連を含む開発協力機関との面談や開発課題に関する国際会議／イベントに向けたJICA内外の幅広い関係者との調整によるJICAの対外発信強化。
・機構の事業・組織運営に資する国際的な開発課題（特に分野横断的課題）や開発関係機関の方向性に関するナレッジの収集・共有・機構内発信による、国際協力事業の効果・効率の向上。

本部（麹町）
東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
なし

国際援助協調企画室企画部

期間の定めあり(2026年9月1日 ～ 2027年8月31日)

有 有

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有期雇用者
就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。1年毎に更新を行

い、最長で採用日から2年 （更新回数1回）を上限とします。

1■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託

https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:pdgdp@jica.go.jp
mailto:pdgdp@jica.go.jp


No.4 ■募集ポスト名：
（インドネシア・マレーシア

担当）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 援助アプローチ/戦略/手法 多岐にわたる分野

【業務内容】

（１）担当国および担当分野の情報収集・分析及び事業計画立案

（２）上記分野のプログラムやプロジェクト形成に関する企画・調査の実施

（３）有償資金協力（円借款）、無償資金協力、技術協力案件の形成、

　　　審査（効果や収益性の分析を含む）、監理

（４）現地出張を通じた相手国政府・関係機関及び他援助機関等との協議・調整・調査

（５）上記関係業務に関する当機構内外との調整及び必要な書類の作成

（６）その他、協力事業を実施する上で必要な業務

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

*専門嘱託について詳しくはこちらをご確認ください：

https://partner.jica.go.jp/senmonsyokutaku_career

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

東南アジア第一課は、ODAのみならず日本外交にとっても重要なインドネシア・マレーシアの経済社会の発展に貢献できる仕事でやりがいのある環境です。採用された方には、担当分野
にかかる情報収集や分析、円借款を中心とした資金協力の発掘・形成・審査・監理業務、技術協力の発掘・形成、これらに関する各種の調査や弊機構内の調整など、様々な実務を担って
いただきます。好奇心旺盛でフットワークが軽く、関係者と円滑で良好なコミュニケーションが得意な方のご応募を心よりお待ちしております。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Nikai.Tatsuya@jica.go.jp二階

②原則対面（但し応募者の事情に応じてオンラインも可）要

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

以下の資質があることが望ましい。
・途上国の社会経済開発に対する取り組みに関心、情熱を有すること。
・調整、マネジメント、コミュニケーション能力に優れ、日本語及び英語での円滑な業務遂行ができること。
・心身ともに健康で、年4～5回程度の海外出張（1～2週間程度／回）が支障なく行えること。
・チャレンジ精神、責任感、柔軟性を兼ね備え、チームワークに長けていること。
・業務の質の向上や改善、効率化に積極的に取り組めること。

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点（相当・以上）が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

企業、官公庁、大学、団体等での職務経験を原則として7～10年程度有すること。

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

【専門嘱託】東南アジア・大洋州部東南アジア第一課

【募集の背景・目的】
JICA東南アジア・大洋州部東南アジア第一課（インドネシア・マレーシア所掌）において、インフラ、社会開発、人材育成等の幅広い分野で以下の業務を担う嘱託（「専門嘱託」*）を募集します。

【期待される成果】
インフラ、社会開発、人材育成等における案件形成、案件監理等が円滑に実施される。

本部（麹町）
東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
なし

東南アジア第一課東南アジア・大洋州部

期間の定めあり(2026年9月1日 ～ 2027年8月31日)

有 有

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有期
雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。1年毎
に更新を行い、最長で採用日から2年 （更新回数1回）を上限としま

す。

1■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託

https://partner.jica.go.jp/senmonsyokutaku_career
https://partner.jica.go.jp/senmonsyokutaku_career
https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:Nikai.Tatsuya@jica.go.jp
mailto:Nikai.Tatsuya@jica.go.jp


No.5 ■募集ポスト名：
（都市開発・地域開発担

当）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 都市開発・地域開発 多岐にわたる分野

（１）カンボジアの資金協力の案件形成に係る業務

①円借款事業の準備に必要な調査計画と調査監理

②円借款事業の案件形成に係る業務

③無償資金協力事業の形成に係る業務

（２）担当分野の新規案件の採択及び実施促進に係る対応

①担当分野の技術協力の新規案件の要望調査プロセスでの内容検討、関係部等との議論。

②新規案件の検討に必要な調査の実施、監理

（３）その他

①保健・医療分野に係る案件の監理、実施促進

②オファー型協力に係る業務対応

③横断的課題である気候変動、ジェンダー平等等に対応した協力の促進

④JICA開発大学院連携・JICAチェアの計画、実施促進

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

望ましい
望ましい

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

【専門嘱託】東南アジア・大洋州部東南アジア第二課

【募集の背景・目的】
東南アジア・大洋州部東南アジア第二課では、カンボジア、ラオスの開発協力を推進するため、計画策定、実施、モニタリング等を担っています。経済成長が著しいASEAN諸国において、新型コロナによる
影響や国際情勢の不安定化の影響を受けて、経済成長の鈍化、国内の経済格差の拡大、社会サービスの質低下などの課題を抱えています。対象であるカンボジア、ラオスに対してこれらの状況に対応
した効果的な開発協力の戦略を検討し、実際の協力アプローチを実現するために有効な事業を形成することが求められています。特に、開発のスピードが早いカンボジアではインフラ整備事業のニーズが
高く、都市化に伴う諸問題に対応するための協力が期待されています。ラオスでも都市化に伴う課題が顕在化しており対応が求められています。係る状況に対応するため、本ポストではと都市開発・地域
開発に係る課題に対応するため、関連する政策の策定支援や、インフラ整備を促進するための業務を担います。併せて気候変動対策、保健・医療、オファー型協力、JICA開発大学院連携・JICAチェアな
どにも関与いただき、国際協力を幅広く担っていただくことを想定しています。

【期待される成果】
担当分野の円借款・資金協力の形成に必要な調査が実施される。
担当分野の円借款事業が形成され承諾される。
担当分野の無償資金協力が形成され承諾される。
担当分野の実施に必要な情報収集、交渉、調整が行われる。

本部（麹町）
東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
なし

東南アジア第二課東南アジア・大洋州部

期間の定めあり(2026年10月1日 ～ 2027年9月30日)

有 有

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有期
雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。1年毎
に更新を行い、最長で採用日から3年 （更新回数2回）を上限としま

す。

1■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

ラオス語、クメール語
英語（TOEIC860点（以上）が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

修士以上が望ましい 7-10年

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

（１）必須条件
　①企業、官公庁、大学、団体等において5年以上の実務経験を有すること。　②日本語及び英語での業務遂行が可能であること。　③年3～4回程度の海外出張（1～2週間程度/回）が支
障なく行えること。
（２）以下のいずれかの経験・知識があることが望ましい
　①国際協力、都市開発、環境管理等、いずれかに関する知識・経験
　②国際機関、NGO等での業務経験
（３）その他

日本との関係が深いASEAN諸国の中でも、開発ニーズが旺盛なカンボジア、ラオスの開発に関わる業務です。JICAが実施する技術協力、円借款、無償資金協力全てに関わり、習熟するこ
とができるポストです。担当国の開発に貢献したいという意思をお持ちで、今後も開発協力でのキャリアを築く熱意のある方のご応募をお待ちしております！

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

1rtd2@jica.go.jp三戸森

②原則対面（但し応募者の事情に応じてオンラインも可）要

https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:1rtd2@jica.go.jp
mailto:1rtd2@jica.go.jp


No.6 ■募集ポスト名：
（運輸交通インフラ・エネル

ギー等担当）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 運輸交通 多岐にわたる分野

【業務内容】

（１）モンゴルの円借款事業（運輸交通インフラ分野等）の案件監理、調達・入札支援等

（２）その他モンゴルにおける幅広い協力分野の資金協力・技術協力・民間連携事業・調査業務等

　　　の形成・審査・監理・評価等

（３）担当分野における支援方針の検討とそのために必要な情報収集等

（４）モンゴル政府の開発政策や統計情報、他ドナーの支援動向等の情報収集

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須
望ましい

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

【専門嘱託】東・中央アジア部東アジア課

本部（麹町）
東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
なし

東アジア課東・中央アジア部

期間の定めあり(2026年10月1日 ～ 2027年9月30日)

有 有

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有
期雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。1
年毎に更新を行い、最長で採用日から2年 （更新回数1回）を上限

とします。

1■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC800点（相当・以上）が望ましい）
英語（TOEIC730点（相当・以上））

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

（１）必須条件
　①日本語及び英語での業務遂行が可能であること。（なお、モンゴル政府との協議は日モ通訳で行われることが多いため、英語を使う場面は他ドナーとの協議等、限定的。）
　②チャレンジ精神、責任感、柔軟性を備え、チームワークを大切にすること。
（２）企業、官公庁、大学、団体等において通算7年以上の実務経験があることが望ましい。
（３）高く評価する経験・知識
　①国際協力、国際関係の知識及び実務経験
　②JICA事業の企画、運営、管理の経験
　③業務内容の（１）に記載した担当分野に関連する実務経験

　中国・ロシアに囲まれた内陸国のモンゴルは、中央アジア地域と共にその地政学的な重要性が近年増しており、また、モンゴル自身も日本を重要な第三の隣国のひとつとして位置付けて
おり、両国は2022年に外交関係樹立50周年を迎え、更なる関係強化のためにもモンゴル政府からは日本の協力に大きな期待が寄せられています。
　本ポストでは、モンゴルの運輸交通インフラ事業の貴重な経験を積んで頂けます。また、業務内容に記載のとおり、その他にも、同国での幅広いスキームの業務に携わって頂けます。こ
れらの経験は、いずれもJICAのみならず、世界銀行やアジア開発銀行や国連系機関など、他の国際機関においても重視される貴重な経験です。
　また、実務面では、モンゴルは直行便があり、JICAが事業を行う途上国の中でもアクセスが良い国のひとつであり、効果的に出張を行えるなど、機動的かつ柔軟に事業を行いやすいとの
メリットもあります。
　日本にとっても重要なモンゴルにおいて開発援助の分野でキャリア形成を志す熱意をお持ちの方のご応募を、チーム一同お待ちしております！

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

3rtea@jica.go.jp川田

②原則対面（但し応募者の事情に応じてオンラインも可）要

https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:3rtea@jica.go.jp
mailto:3rtea@jica.go.jp


No.7 ■募集ポスト名：
（スリランカ・モルディブ担

当）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 多岐にわたる分野

【業務内容】
（１）担当国（スリランカおよびモルディブ）および担当分野にかかる情報収集及び分析、事業計画立案

（２）JICAの協力プログラムやプロジェクト形成に関する企画・調査の実施

（３）有償資金協力（円借款）、無償資金協力、技術協力案件の形成、審査、実施監理

（４）現地出張を通じた相手国政府・関係機関及び他援助機関等との協議、調整、情報収集

（５）上記関係業務に関する当機構内外との業務調整

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

【専門嘱託】南アジア部南アジア第三課

【募集の背景・目的】
JICA南アジア部では南アジア地域に対する国際協力を実施しており、域内各国の情報収集・分析、事業計画の立案、有償資金協力（円借款）、無償資金協力、技術協力
などの個別協力案件の形成、審査、監理等を行っています。南アジア地域のうち、スリランカおよびモルディブを担当している南アジア部南アジア第三課において、こ
れらの業務を担当する人材（「専門嘱託」）を募集します。担当するセクターはご本人の関心や専門性を踏まえて調整の上、決定します。

【期待される成果】
スリランカおよびモルディブにおける情報収集・分析、事業計画立案、有償資金協力（円借款）、無償資金協力、技術協力などの個別協力案件の形成、審査、監理等を
行う。

本部（麹町）
東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定され
ません。

なし

南アジア第三課南アジア部

期間の定めあり(2026年10月1日 ～ 2027年9月30日)

有 有

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協
力機構有期雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されるこ
とがあります。1年毎に更新を行い、最長で採用日から3年

（更新回数2回）を上限とします。

1■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点相当以上が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能で
す。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

（１）必須条件
　①企業、官公庁、大学、団体等において5-7年程度の実務経験を有すること。
　②日本語及び英語での業務遂行が可能であること。
　③国際協力分野に関する知識・経験
（２）以下の経験・知識があることが望ましい
　①国際協力分野の実務経験。

スリランカはインド洋の真珠とも呼ばれ、多様な文化と自然を有する魅力的な国です。現在、経済危機とサイクロンからの復興段階にあり、経済の再建に向けた様々な
取組を進めています。また、モルディブは気候変動の影響を大きく受ける小島しょ国として、その脆弱性を克服するために様々な課題に取り組んでいます。今回募集の
ポストではスリランカおよびモルディブを担当国として、各種調査や案件形成などを通じてJICAの様々なスキームの業務を経験することができます。これから国際協力
の道に進んでいきたい方のご応募も歓迎します。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

4rtd3@jica.go.jp南アジア部　南アジア第三課

①オンライン要

https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:4rtd3@jica.go.jp
mailto:4rtd3@jica.go.jp


No.8 ■募集ポスト名： 開発事業マネジメント

① ②

■契約形態： ■募集分野： 援助アプローチ/戦略/手法 多岐にわたる分野

【業務内容】

（１）地域内にある国・セクターの情報収集及び分析、協力計画の立案

（２）個別の協力案件（技術協力、円借款、海外投融資等）に関する形成・審査・監理

（３）米州開発銀行（IDB）など他の開発パートナーとの政策協議、連携協力案件の企画・実施

（４）上記関係業務に関するJICA内外の関係者との協議・調整

（５）その他、協力事業を実施する上で必要な業務

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須
望ましい

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

本募集では、中米・カリブ地域の開発課題に対して、開発事業マネジメントに関する専門的な知見をもって柔軟に対応できる方を求めています。国際協力の現場で、政策形成や事業運営
に関わる経験を積みたい方にとって、大きな挑戦と成長の機会となるはずです。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Hirata.Makoto@jica.go.jp平田　眞

①オンライン要

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

中南米地域への開発協力について高い関心を持ち、創意工夫しながらプロアクティブに業務に取り組むことができる人材で、以下の要件を満たす方を求めます。

【必要条件】
①開発途上国の社会経済開発に対する取り組みに高い関心、情熱を有すること。
②折衝・調整、マネジメント、コミュニケーション能力に優れ、日本語・英語（もしくは西語）での業務遂行が可能であること。
③心身共に健康で、年4回程度の海外出張（1～2週間程度／回）が支障なく行えること。
④チャレンジ精神、責任感、柔軟性を兼ね備え、チームワークに長けていること。

【以下の経験・知識がある場合は高く評価】
・中米・カリブ地域に関する政治・経済・社会に関する知見及び同地域での業務経験
・組織的な事業計画の企画・立案や運営・監理の経験
・JICA協力案件に従事した経験（特に広域協力、地域機関との協力経験を高く評価）
・金融・会計にかかる業務経験

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

西語（DELE中級（B2）（2009年度以前の資格保持者）、DELE中上級（B2）（2010年度以降の資格保持者））が望ましい）
英語（TOEIC730点（相当・以上）が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

【専門嘱託】中南米部中米・カリブ課

【募集の背景・目的】

JICA中南米部では、中南米・カリブ地域に対する国際協力を実施しており、域内各国の情報収集及び協力計画の作成、個別の協力案件の形成・審査・監理等を行っています。この度、中米・カリブ地域に
おいて、以下の業務を担当する専門嘱託を募集します。

【期待される成果】
中米・カリブ地域のJICA事業実施国における情報収集・分析、事業計画立案、協力案件の形成、実施監理等が適切に行われる。

本部（麹町）
東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
なし

中米・カリブ課中南米部

期間の定めあり(2026年9月1日 ～ 2027年8月31日)

有 有

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有期
雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。1年毎
に更新を行い、最長で採用日から3年 （更新回数2回）を上限としま

す。

1■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託

https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:Hirata.Makoto@jica.go.jp
mailto:Hirata.Makoto@jica.go.jp


No.9 ■募集ポスト名： （投融資案件の監理）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 民間セクター開発 多岐にわたる分野

【業務内容】

 （１）実施中案件のモニタリング及び関連資料作成に関する業務

（２）協調出融資先との連携を含む渉外業務

（３）その他、海外投融資業務を遂行するうえで必要な業務

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

開発協力の世界において民間資金動員の機運が高まるなか、海外投融資は開発協力と民間資金を繋ぐ触媒として重要性を増しており、プロジェクトファイナンスやコーポレートファイナ
ンス、事業会社やファンドへの出資など多様な手法に取り組んでいます。民間連携事業部海外投融資監理一課及び二課は現在約25人のチームですが、扱う案件は毎年20件のペースで増加
しているため、本ポストを募集します。

金融もしくは事業投資分野でのご経験があり、開発協力にご関心のある方、また開発協力の実務経験がありこれから金融というアプローチで民間連携に取り組みたいとお考えの方には、
ぜひ奮ってご応募いただきたいと考えております。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Takada.Chie@jica.go.jp高田

②原則対面（但し応募者の事情に応じてオンラインも可）要

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

民間企業での事業投資業務、金融機関等での出融資関連業務、 開発援助関連業務に係る実務経験のいずれか またはその合計が3年以上あることが望ましい。

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC860点（相当・以上）が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

【専門嘱託】民間連携事業部海外投融資監理第一課兼海外投融資監理
第二課

【募集の背景・目的】
開発途上国の膨大な社会・経済開発ニーズに応えるには政府開発援助（ODA）のみでは限界があります。近年、途上国への資金フローは民間資金がODAを上回り、民間事業を通じた雇用創出や人材育
成、技術・製品の導入による生活改善などの効果が生まれています。日本の民間企業においても成長性の高い開発途上地域への海外展開への関心が高まっています。こうしたなかJICAは民間企業の技
術・ノウハウを活用しより効果的な開発を促進するため、国内外の民間企業との連携（民間連携事業）を推進しています。その手法の一つが、途上国における民間事業に出融資を行う「海外投融資」です。
途上国での事業は、リスクの高さや収益性の制約から、一般の金融機関のみでは資金調達が困難な場合があります。海外投融資は、開発効果が高く且つ民間金融だけでは対応が難しい事業に対し、融
資または出資等を通じて支援するものです。今後も開発途上国の発展と民間資金を結ぶ触媒として事業規模の拡大が見込まれています。
【期待される成果】
民間連携事業部が主管する「海外投融資」に関する既往案件の監理関連業務

 （１）実施中案件のモニタリング及び関連資料作成に関する業務（出融資先の業況、財務・事業リスク状況の把握。資産自己査定・格付業務。出融資関連契約管理。出入金関連事務。事業効果モニタリン
グ・評価。また、必要に応じ出融資契約に基づく出融資先との交渉、変更契約交渉、案件付加価値向上のための協議等。）
（２）協調出融資先との連携を含む渉外業務
（３）その他、海外投融資業務を遂行するうえで必要な業務（Feasibility Studyを含む）

本部（竹橋）
東京都千代田区大手町1-4-1　竹橋合同ビル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
なし

海外投融資監理第一課兼海外投融資監理第二課民間連携事業部

期間の定めあり(2026年9月1日 ～ 2027年8月31日)

有 有

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有期
雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。1年毎
に更新を行い、最長で採用日から3年 （更新回数2回）を上限としま

す。

2■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託


